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教育実習生に対する事前・事後指導の
在り方についての研究序説
一短大英文科実習生の研究授業事例から-
帝京女子短期大学堀井啓幸
1. 本研究の意図
教育職員免許法が改正され，平成2年度に入学した学生から教職専門科目，教科専門科目など
の最低修得単位数の引き上げが適用される乙ととなった。また，教育の現場では，初任者研修制
度が実施され始めた。どちらも21世紀にむけて教員の資質向上を図るための有力な行政施策とい
ってよい。
どちらの施策についても賛否両論がある。特に，前者は，教育の資質向上のための施策として
常に課題とされてきた事項の部分的実現である(1)反面，戦後教員養成の根本原則であった「開放
告IJ理念を変更するものであるという意見，すなわち，大学教育のアカデミズムとは逆の方向性
をもっと懸念される点や教員養成目的性の強化による問題性など批判も多い。
しかし，初任者研修を実際に行わなければならない小中学校教員の側から， i大学短大の不十分
な教員養成のっけが回ってきているJ(2)という声を聞く時，大学短大の教員養成の中で，改めて何
ができるのかを教育実践とのかかわりにおいて考えていく ζ とが急務であると思われる。
そのためには，好景気下での教員志望者の質の低下に対してどう対処するのかという，国全体
のマンパワー計画の中での教員の量と質の吟味や，いわゆる教育荒廃といわれる教育呂常の下で
教員の質をどう考えるかという実態把握的対応が前提条件として必要となる。しかしながら，乙
乙では，そうした問題把握を前提にしながらも， i教える乙とが教師をつくるjという教職自体の
意味づけを重視(3)し 教織の実践的指導力に関する大学(短大)における基礎的能力養成の在り
方を教育実習の分析を通じて具体的に模索したい。
特iζ，教育実習に含まれる「教育実習に係る事前事後の指導Jは，教育職員免許法施行規則第
6条表第二棟の教育の方法及び技術lζ関する科目(例えば授業総論)や第三欄の教科教育法に関
する科呂(例えば英語科教育法)とは一線を麗し，教織に関する専門教育科目，教科に関する専
門教育科自等で学んだ教識に関する知識，態度を教育実習に焦点化し，集約させるものとして位
霞づけられる。そとで 教職の実践的指導力に関する大学(短大)における基礎的能力育成の在
り方を教育実習の事前事後指導の在り方の問題として提起したい。
乙れまで，教育実習についての研究は必ずしも多くなく，また，教職そのものに対する意識調
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査や心構えなどについての調査はあっても，実習授業の問題に踏み込んだ、ものは少なかった。(4) 
実習自体，実施校にまかせきりの状態の中で，大学教育の課程内で何を教え，実施校で{可を教え
てもらうのかという教員養成における責任分担論，教員養成内容の具体的吟味は，存在しないと
いってよい。(5) 
ここでは， 2つの実習生の研究授業を分析しながら，授業に焦点化された一般大学(短大)に
おける教職の実践的指導力育成の在り方の問題ι切り込んでいきたいと思う。あえて，短大生の
実習分析を行ったのは，教織についての基礎的な学習をした後，すぐ応用実習をしなければなら
ないことから，教育実習で求められる資質，態度が明確化されると思うからである。実習生の授
業パターンを類型化するのは困難であるが， ζ 乙では，指導教諭の指導に忠実に従って授業を行
ったオーソドックスタイプの事例 (A実習生)と指導教諭の指導に忠実でありながらも，授業計
画に自らの創意工夫を積極的に取り入れた創意工夫タイプ (B実習生)の事例を分析する。
2. 実習研究授業の 2つの事例
(1) 授業分析の視点と実習授業の関係
分析のためには，明確な自的，すなわち結果を処理する見通しが必要である。授業の何ICElを
つけて，どのように見ていくか，授業を分析する視点は，多々考えられる。(6)こ乙では，教織の実
践的初歩的学習をする教育実習であるととを考慮に入れ，大学・短大教育の中で教える乙とが可
能と思われる 3つの視点，①生徒の実態を把握する乙とに努めながら指導できる ζ と，②主な英
語教育の方法を頭に入れながら方法上バランス良く指導できるように努められる乙と，③授業進
行においてオーソドックスなプロセスをとりながら，一時限でポイントになるべき乙との定着を
図れるように努力できる乙とに着目しながら分析した。
乙の際，実習生の行う授業lζ対する生徒の反応が重要な意味をもつが，乙乙では，指導教諭及
び観察者(筆者)の意見を加味して考察するにとどめた。
授業研究は，教育学の重要な領域である。それは，教授学において，授業を科学する(授業の
現実を(7)説明する)だけでなく，すぐれた授業の分析(傍線=筆者)等を通して，授業の当為(よ
い授業とはどうあるべきか)まで追求している場合も少なくない。(8) 
例えば，柴田義松は， r日本の教師が日本の学校のなかでつくり出してきたすぐれた(授業の)
典型の一つJ(9)として，斎藤喜博の授業論をあげている。また，多くの授業を参観したり，分析す
ることにより，よい授業の在り方を探ろうとする試みもある。(10)乙うした研究から導き出された
様々な授業の当為論は，授業分析の基盤であり，それは，総体として教育学のー領域として確立
しているのである。
しかし，一方でそれは，教育学を教師養成教育，とりわけ授業に焦点化された教師養成の在り
方に結びつけるための有力な学問でありながら，それについては十分機能しえて乙なかったので
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はないだろうか。これは，伝統的な学問としての教授学が，教育実習との接合点である教科教育
法や教材研究の領域に異体的関心を持ちえなかったためであろうと思われる。さらに言えば，そ
れは，教員養成的視点にたって，すぐれた授業ができるようにするためのプロセスを考察するに
は限界があった。結果的に，大学(短大)においては，教員養成教育として，一般教育，教職専
門，教科専門などの科目の枠組みを持ちながら，それぞれに相互関連のないままに教育実習に接
合してきたのである。
授業が，様々な要因からなる一種の複合的構造体である以上，すぐれた授業を成立させるため
の教員養成プロセスの問題は，教授学を含めた教育学全体の総合的課題といってよいだろう。特
に一般大学の場合，国立教員養成系大学に比べ出身校実習の割合が高く，実習経験が個別化さ
れていくので，より教師養成教育の関連化，集約化が必要とされるのではないだろうか。
乙乙で示した授業分析の 3つの視点は，未fご検討の余地は大きいが，授業を成立させる根本的
な要素(教授，学習，教材)に，教授学で示されたすぐれた授業の要素を加味して考えたもので
ある。まず， 乙の 3つの視点に基づいて，実習生の授業を分析し(以下， 2 -(2))，大学(短大)
教育と教職の実践的指導力との関係を考察する(3章)。
(2) 事例の分析
① A実習生の授業についての考察
-研究授業のチェックリスト(表-1 ) 
.A実習生の自己反省
もっと教科書の単語などの発音，意味， {JIJ文等を研究しておけばよかったと思っていま
す。自信がないため生徒も開いていてわかりにくかったと思います。
-授業後の指導教諭のコメント
指導教諭からの大学への要望として，指導案の書き方をしっかり指導してもらいたい旨
が出された。また，実習生には，生徒から質問が出された助動詞の否定形について，習
っているかいないか知らないのは明らかに教材についての勉強不足であると指摘された。
く授業全体の構成>
当初の授業案と比べながら，授業全体の構成をみるならば，新教材についての導入に使った
時間よ弘前回の復習及びワークブックに要した時間のほうがはるかに長かった。乙れは，乙
の課全体におけるセクションc(本時の授業)の位置づけに関連する問題もあるが，セクショ
ンCの内容について， Picture Cards による英間英答をまとめとして行うならば，もう少しセ
クションCについての指導に時間をかける必要があったといえる。
<教授方法>
実習生の読みを聞き それに続いて生徒が読むという行為もリスニングの一部とみれば， リ
スニング，スピーキング， リーディング， ライティングによる教授方法をまんべんなく用いて
? ?
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秀文出版Total English New Edition 2 Lesson 3 p12~16 
過去，現在の否定文を正しく区別する
本文の大まかな内容を読みとる
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教材及び単元
本時の呂標
ρ ??
いるといえるが，その時間配分をみるならば，やはりライテインクーに一番時間が使われたとい
えよう。発音練習において，乙のクラスの生徒の声が小さいことを考慮するならば，もっとリ
スニング，スピーキングに力点を置き，声を大きく出せるように指導することが大切であろう。
最近の英語の授業において，スピーキングの役割は大きい。乙の点について，指導教諭によれ
ば，生徒にとって答えられないと図るという不安感をなくすためにも次々生徒を指名してスピ
ーキングさせる乙とが重要であると指摘された。また， ライティングにおいて時間をかけてい
るわりには，机間巡視以外にそれをチェックする方法が留意されなかったように思える。例え
ば，ワークブックの答えを黒板iζ板書させるなど，特に間違いやすい部分は重点的に指導する
乙とも必要になろう。
く生徒の参加>
単lζ講義するだけでなく，列どと当てたり，個別に当てたりしながら，クラス全体の生徒の
把握に努めていた。発音そのものは明確であり，また，板書もきっちり書けていた。ただ，生
徒が間違った答えを出したり，つっかえてしまった時に，実習生も一緒に戸惑ってしまう傾向
が見られた。
② B実習生の;受業についての考察
-研究夜業のチェックリスト(表-2) 
. B実習生の自己反省
研究授業はとても緊張して，振り返ってみても何をどういうふうにやったのか，はっき
りとは覚えておりません。しかし，自分が指導案に書いていた通りに授業が進まなかっ
たのは覚えています。新しい所に入る時，最初耳から慣れさせてから，黒板に書いて説
明するのに，乙の反対からしてしまったので生徒にとってはわかりにくかったと思いま
す。
・授業後の指導教諭のコメント
指導教諭からは，会話麗IHc対する生徒の反応はよかったものの，もっと全員参加のでき
る授業にするよう要望が出された。また，研究授業以前の問題として， B実習生の服装
が常に清楚であり 休み時間も生徒と一緒に遊んでくれるなど日頃の基本的な実習態度
のよさが高く評価された。
く授業全体の構成>
指導案では，新教材導入の際，生徒を何人か指名し，答えさせて，疑問文とその答えかたの
定着，確認を図る予定であったが，実習生自身あがってしまって，そこまでいかなかったよう
である。新教材の導入と実習生手作りの資料による会話練習の 2本立ての内容で構成されてい
るが，時間的制約及び教材資料の密度の濃さから，やはりどちらかに絞ったほうが生徒にとっ
てわかりやすかったのではないだろうか。実習生手作りの資料や班毎の発表など意欲的な試み
だっただけに残念な感がある。
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表2 B実習生の研究授業のチェックリスト
(平成元年6月228 M中学校 1年)
05 
チ コ二 、ソ ク 項 目
主な 主な
英語教授様式 授業参加様式 授
リス フ 一 偲 業 チェック事項の主な内容
スピ イ
フ。
アア 斉 分 5IJ ロ
ーキ イ イ 参 三去，_.- 参 センンンン ス
ググググ 加 力日 加
t 日 英語での挨拶復習 前時で習った職業をチャートで示し，全員$<<> 
で読む
iWhat are you? Jと質問し ilam'"'-'J 
と答えさせる
6> 新教材の導入 I am'"'-' Y ou are'"'-'の文を疑問文にする方
T J E， 
法を板書して説明する
「Areyou'"'-'? J 
前にくる イントネーション上げるノ
8> repeat after me 
疑問文について答え方を説明する
iYes， 1 amJ iNo， 1 am notJ 
毛s> チャートを見て，疑問文とその答え方の
練習モラ ‘ー・匂
ぞ?t> 内容の定着・確認、 家での課題を示す(疑問形に直してくるこ
と)
‘. 実習生手作りのpicturecards による会話練
-6']> ，‘冷砂、 習
(今までに習った基本構文の確認)
repeat after me 
司令 クツレープ毎 役を決める
前に出て会話車IJ
他のグノレープはそれを聞いている
合モラ
?????
15 
20 
25 
30 
35 
40 
45 
??
教材及び単元
本時の白標
Total English New Edition 1 Lesson 4 秀文出版
主語+be動詞十補語(名詞)の疑問文とその答え方を理解させる
さし絵を用いて，今まで復習した基本構文の理解を会話を通して
確認する
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く教授方法>
本時の授業の大部分が，スピーキング及びリーディングによって行われていた。本課の一連
の指導における本時の位置づけの問題は考慮する余地があるとしても，新教材の導入がある以
上， ライテインクーなどによる内容の定着にも配慮が必要であったといえる。また，グループ毎
の会話車IJでは，意図としてはそのグループの発表をよく開く(リスニング〉という点も重視さ
れていたと思われるが，他のグノレープは，発表することに緊張し，それど乙ろではなかったよ
うである。
く生徒の授業参加>
前半は，一斉授業形態での実習生の説明及び全員読みが多く，個々の生徒に対する把握は十
分とはし、えなかった。しかし，後半のグループ毎の会話練習は，それぞれの班に活気が感じら
れた。
3. 実習生に対する事前事後指導の課題
英語の授業は，他の教科の場合と同様に，人間形成の一環としての白的をもっ。ただ，考慮す
べきは， r英語は音楽や美術と同様に技術の学科J(II)である乙とである。すなわち， r教材として
提示された第一次言語資料を構成している有限値の音楽，語嚢，文法・文法事項などの言語材料
が，英語の規則に従って組みあわされて構成された未経験の発話を場面や文脈に応じて正しく理
解できたり表現できるようになってはじめて目標に到達したといえるJ<12)のである。それゆえ，
英語の教科書は， r数学でいえば，いきなり問題集に取りくまねばならないような構成J(13)にな
っている。
乙うした英語教育及び教材の特徴から，生徒が教材を習得し，英語をある程度使いこなせる素
地をつくるために，英語の授業はどういう順序をたどればよし、かは，おおまかな一致をみる乙と
ができる。応用の重要性という点では，語嚢，文法の基本を毎時きっちり履修する乙とが必要で
あり，そのために，限られた時間の中で， リスニング，スピーキングなどの聴覚的教授やリーデ
ィング¥ ライティングなどの視覚的教授がバランスよく行われることが大切になる。また，生徒
が，どう学習を成立させているか把握するためのRetentionやRemedyが常時要求されよう。
先の2事例を比較してみると，オーソドックスな展開で授業を行ったA実習生より，積極的に
会話露IJを取り入れたB実習生のほうが明らかに指導教諭の評価が高かった。しかし，一面では，
B実習生のほうが教授方法のバランスに欠け，内容の定着という点で問題が残ったと言えないだ
ろうか。
実習生の心構えの問題として，意欲や積極性の問題が重視され，実習校においても，その点が
高く評価される傾向がある。それは，実習生の今後の発展性を考える時，当然、の乙ととしても，
授業，さらにいえば教科教育に焦点化された実習という捉え方をするならば，その教科の特質を
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学ぶためにオーソドックスな教授方法を確認しながら実行していくことが大切になるのではない
だろうか。
そのためには，各教科の特質に即した指導過程の原則とは何か，教授学における教科教育法研
究の一層の充実が望まれる。また，実習生に対する大学(短大)での事前事後指導において，大
学(短大〉教育と実習授業との結びつきをみる「見通しJについて指導することが必要になろう。
例えば， 2事例の分析の中で，実習生自身の指摘や指導教諭のコメントを含めて，授業の課題
とされたのは以下の点であった。
① 「もっと教科書の単語などの発音，意味を研究しておけばよかった。自信がないために生
徒もわかりにくかったのではないかJ(A実習生)
② 生徒にとってわかりにくかったのではなし 1かという自覚 (A，B実習生)， 臼項の基本的
な実習態度の問題 (B実習生)
③ 指導案の書き方についての指摘 (A実習生)，教材についての勉強不足についての指摘 (A
実留生)，教授方法のバランスの問題 (B実習生)
以上の課題は，大学(短大)教育との関連性が関われて，初めて実質的な解決がもたらされる
ものである。すなわち，非常に大まかな言い方をすれば，
①は，単語そのものの背景についての理解が必要になる点で，大学(短大)で学ぶ一般教養と
の関係が問われよう。教職課程を履修する学生に限らず，一般教養を軽視しやすい大学(短大)
の一般的状況の中で，学生l乙乙の辺の結び、つきを見通させることが重要である。
②は，実際の生徒や学校の実態の把握lζ関する問題である。実習生が，乙れまでの「学ぶ立場J
から「教える立場JIC変わった時，生徒の反応を見ながら教えることの難しさを自覚し，また，
学校が教える乙とをどのように支えようとしているか，正lζ知るのである。こうした認識は，教
l般教養の共通したものとならなければならない。乙の問題は，学生よりむしろ教職教養を担当す
る大学(短大)教員の自覚に待たれるべきであろう。
③は，直媛的l乙，教科専門教養との関連が間われるものである。
乙うした実習授業と一般教養，教職教養，教科専門教養との結び、っきは，授業の進め方につい
ての知識，技術の習得が媒介になって，より具体的に見通されるものと思われる。授業の進め方
についての知識，技術の基本を学ぶ教科として， r授業総論jが誕生したが，未だ存在基盤のはっ
きりしない教科である。それをどこで，誰が，どのように教えていくのか。事前事後指導での大
まかな見通しとともに，実習校との連携が間われる領域といえよう。
今回は，マクロな視点から大学(短大)教育と教職の実践的指導力との問題を把握することに
重点を置いたために，短大と大学，付属校実習と一般校実習，各教科毎の内容の違いや授業パタ
ーンの類型化の視点などの問題は，先行研究でのみ押さえ，調査の対象にしなかった。今後の課
題としたい。
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